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Information

中原中也記念館
te l：083-932-6430
HP：www.chuyakan.jp

湯田温泉観光案内所…観光案内/tel：083-901-0150　
　　　　　　　　　　 宿泊案内/tel：083-922-1811

狐の足あと……………tel：083-921-8818
湯田温泉観光回遊拠点施設

お問い合わせ

開館時間 【５月～10月】午前9 : 00～午後6 : 00（入館は午後5 : 30まで）
【11月～４月】午前9 : 00～午後5 : 00（入館は午後4 : 30まで）

休館日

入館料

月曜日（祝日の場合は翌日）、毎月最終火曜日（変更あり）
年末年始
その他展示替えなどのため、臨時に休館することがあります。

一般330円（275円 ）・大学生220円（165円）
18歳以下、70歳以上(要証明書)は無料
※（　）内は20人以上団体料金

中原中也記念館

鳴滝

鳴滝公園

泰雲寺
至 津和野町

至 防府市

JR山口線

おさばファミリークリニック
西濃運輸（株）
山口支店
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※入館料は変更する場合もあります。
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※営業時間、料金等はお問い合わせください。

県道204号（湯の町街道）

大
学
通
り

JR湯田温泉駅←新山口方面
津和野方面→

JR山口線

温泉の森

亀乃湯 湯田温泉ユウベル
ホテル松政

山口湯田
郵便局

中原中也記念館
狐の足あと専用

湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園

P

P
P

P
P

P
P

P

井上公園

何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓

国道９号（山口バイパス）

吉敷西

吉
敷
川 国道435号

山口吉敷郵便局
中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックア
ップ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックア
ップ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山
口
情
報
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❶

❹

❷

❸

❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。

ア

西の雅常盤
イ かめ福

ウ

喜良久

梅乃屋

エ

オ

カ

キ

ク

温泉の森

西の雅常盤

かめ福

喜良久

梅乃屋

プラザホテル寿

山水園

亀乃湯

083-920-1126

083-922-0091

083-922-7000

083-922-0333

083-922-0051

083-922-3800

083-922-0560

083-901-4126

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

無料駐車場

有料駐車場

かんぽの宿湯田KKR山口
あさくら

セントコア山口

防長苑

西京旅館

翠山荘

ビジネスホテル
うえの

ホテルルートイン
山口 湯田温泉

松田屋ホテル

古稀庵

一福

ステイズイン
山口湯田

スーパーホテル

ホテルニュータナカ

ビジネスホテル
富士の家

グリーンリッチホテル
山口湯田温泉

入船旅館

京栄旅館

山頭火句碑

❹

たくさん歩いたら
立ち寄り湯に入るのも

いいねぇ

白
狐
伝
説

昔
々
、湯
田
の
権
現
山
の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
小
さ
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
池
に
、毎
晩
一
匹
の
白
狐
が

傷
つ
い
た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
和
尚
さ
ん
が

不
思
議
に
思
い
そ
の
池
の
水
を

す
く
っ
て
み
る
と
温
か
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
池
を
深
く
掘
っ
て
み
る
と

熱
い
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
と
と
も
に
、

薬
師
如
来
の
金
像
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
仏
像
は
拝
ん
で
湯
あ
み
を
す
る
と

難
病
も
治
る「
白
狐
の
湯
」と
し
て

評
判
と
な
り
温
泉
は

栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

ごんげんやま

ゆ    だ  おんせん なかはらちゅうや

ふるさと

かえんてい

※営業時間、料金等はお問い合わせください。

県道204号（湯の町街道）

大
学
通
り

JR湯田温泉駅←新山口方面
津和野方面→

JR山口線

温泉の森

亀乃湯 湯田温泉ユウベル
ホテル松政

山口湯田
郵便局

中原中也記念館
狐の足あと専用

湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園

P

P
P

P
P

P
P

P

井上公園

何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓
国道９号（山口バイパス）

吉敷西

吉
敷
川 国道435号

山口吉敷郵便局
中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアッ
プ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアッ
プ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
C
A
M
）

❶

❹

❷

❸

❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。

ア

西の雅常盤
イ かめ福

ウ

喜良久

梅乃屋

エ

オ

カ

キ

ク

温泉の森

西の雅常盤

かめ福

喜良久

梅乃屋

プラザホテル寿

山水園

亀乃湯

083-920-1126

083-922-0091

083-922-7000

083-922-0333

083-922-0051

083-922-3800

083-922-0560

083-901-4126

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

無料駐車場

有料駐車場

かんぽの宿湯田KKR山口
あさくら

セントコア山口

防長苑

西京旅館

翠山荘

ビジネスホテル
うえの

ホテルルートイン
山口 湯田温泉

松田屋ホテル

古稀庵

一福

ステイズイン
山口湯田

スーパーホテル

ホテルニュータナカ

ビジネスホテル
富士の家

グリーンリッチホテル
山口湯田温泉

入船旅館

京栄旅館

山頭火句碑

❹

たくさん歩いたら
立ち寄り湯に入るのも

いいねぇ

白
狐
伝
説

昔
々
、湯
田
の
権
現
山
の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
小
さ
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
池
に
、毎
晩
一
匹
の
白
狐
が

傷
つ
い
た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
和
尚
さ
ん
が

不
思
議
に
思
い
そ
の
池
の
水
を

す
く
っ
て
み
る
と
温
か
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
池
を
深
く
掘
っ
て
み
る
と

熱
い
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
と
と
も
に
、

薬
師
如
来
の
金
像
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
仏
像
は
拝
ん
で
湯
あ
み
を
す
る
と

難
病
も
治
る「
白
狐
の
湯
」と
し
て

評
判
と
な
り
温
泉
は

栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

ごんげんやま

ゆ    だ  おんせん なかはらちゅうや

ふるさと

かえんてい

※営業時間、料金等はお問い合わせください。

県道204号（湯の町街道）

大
学
通
り

JR湯田温泉駅←新山口方面
津和野方面→

JR山口線

温泉の森

亀乃湯 湯田温泉ユウベル
ホテル松政

山口湯田
郵便局

中原中也記念館
狐の足あと専用

湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園

P

P
P

P
P

P
P

P

井上公園

何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓

国道９号（山口バイパス）

吉敷西

吉
敷
川 国道435号

山口吉敷郵便局
中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックア
ップ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックア
ップ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。
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中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアッ
プ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアッ
プ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山
口
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足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。
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したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。
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足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内
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記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。
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※営業時間、料金等はお問い合わせください。
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僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックア
ップ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックア
ップ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅
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僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。
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ピックアッ
プ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアッ
プ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。
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錦川通り

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
C
A
M
）

❶

❹

❷

❸

❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。
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な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
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たくさん歩いたら

立ち寄り湯に入るのも
いいねぇ

白
狐
伝
説

昔
々
、湯
田
の
権
現
山
の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
小
さ
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
池
に
、毎
晩
一
匹
の
白
狐
が

傷
つ
い
た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
和
尚
さ
ん
が

不
思
議
に
思
い
そ
の
池
の
水
を

す
く
っ
て
み
る
と
温
か
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
池
を
深
く
掘
っ
て
み
る
と

熱
い
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
と
と
も
に
、

薬
師
如
来
の
金
像
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
仏
像
は
拝
ん
で
湯
あ
み
を
す
る
と

難
病
も
治
る「
白
狐
の
湯
」と
し
て

評
判
と
な
り
温
泉
は

栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

ごんげんやま

ゆ    だ  おんせん

なかはらちゅうや

ふるさと

かえんてい

※営業時間、料金等はお問い合わせください。

県道204号（湯の町街道）

大
学
通
り

JR湯田温泉駅←新山口方面
津和野方面→

JR山口線

温泉の森

亀乃湯 湯田温泉ユウベル
ホテル松政

山口湯田
郵便局

中原中也記念館
狐の足あと専用

湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園

P

P
P

P
P

P
P

P

井上公園

何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓
国道９号（山口バイパス）

吉敷西

吉
敷
川 国道435号山口吉敷郵便局中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアップ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアップ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
C
A
M
）

❶

❹

❷

❸

❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。

ア

西の雅常盤
イ かめ福

ウ

喜良久

梅乃屋

エ

オ

カ

キ

ク

温泉の森

西の雅常盤

かめ福

喜良久

梅乃屋

プラザホテル寿

山水園

亀乃湯

083-920-1126

083-922-0091

083-922-7000

083-922-0333

083-922-0051

083-922-3800

083-922-0560

083-901-4126

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

無料駐車場

有料駐車場

かんぽの宿湯田KKR山口
あさくら

セントコア山口

防長苑

西京旅館

翠山荘

ビジネスホテル
うえの

ホテルルートイン
山口 湯田温泉

松田屋ホテル

古稀庵

一福

ステイズイン
山口湯田

スーパーホテル

ホテルニュータナカ

ビジネスホテル
富士の家

グリーンリッチホテル
山口湯田温泉

入船旅館

京栄旅館

山頭火句碑

❹

たくさん歩いたら
立ち寄り湯に入るのも

いいねぇ

白
狐
伝
説

昔
々
、湯
田
の
権
現
山
の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
小
さ
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
池
に
、毎
晩
一
匹
の
白
狐
が

傷
つ
い
た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
和
尚
さ
ん
が

不
思
議
に
思
い
そ
の
池
の
水
を

す
く
っ
て
み
る
と
温
か
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
池
を
深
く
掘
っ
て
み
る
と

熱
い
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
と
と
も
に
、

薬
師
如
来
の
金
像
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
仏
像
は
拝
ん
で
湯
あ
み
を
す
る
と

難
病
も
治
る「
白
狐
の
湯
」と
し
て

評
判
と
な
り
温
泉
は

栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

ごんげんやま

ゆ    だ  おんせん なかはらちゅうや

ふるさと

かえんてい

※
営
業
時
間
、
料
金
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
道
2
0
4
号
（
湯
の
町
街
道
）

大 学 通 り

J
R
湯
田
温
泉
駅

←
新
山
口
方
面

津
和
野
方
面
→

J
R
山
口
線

温
泉
の
森

亀
乃
湯

湯
田
温
泉
ユ
ウ
ベ
ル

ホ
テ
ル
松
政

山
口
湯
田

郵
便
局

中
原
中
也
記
念
館

狐
の
足
あ
と
専
用

湯
田
温
泉
観
光
案
内
所

←

中

也

の

お

墓

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
寿

山
水
園

P

P
P

P P

P
P

P

井
上
公
園

何
遠
亭

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口

熊
野
神
社
（
権
現
山
）

障
子
岳

←

中

也

の

お

墓

国
道
９
号
（
山
口
バ
イ
パ
ス
）

吉
敷
西

吉 敷 川

国
道
4
3
5
号

山
口
吉
敷
郵
便
局

中
原
中
也

の
お
墓

吉
敷

中
也
く
ん

僕
の
思
い
出
の
場
所
も

紹
介
す
る
よ
。

一
緒
に
湯
田
温
泉
さ
ん
ぽ
に

で
か
け
よ
う
。

中
也

湯
田
温
泉
マ
ッ
プ

と
く

湯
田
温
泉
は
、
詩
人
・
中
原
中
也
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

ま
ち
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は
、
詩
碑
や
、
中
也
ゆ
か
り
の
地
が
点
在
し
ま
す
。

今
も
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
中
原
中
也
。

彼
を
育
て
た
ま
ち
の
空
気
を
、
ぜ
ひ
歩
い
て
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

錦
川
通
り

「
童
謡
」
詩
碑

山
頭
火
句
碑

こ
こ
は
昔
、
柳
が
ゆ
れ
る
風
情
あ
る
川
沿
い
の
道
で
、
き
れ
い
な
芸
子
さ
ん
が
行

き
来
を
し
て
い
た
ん
だ
。

僕
の
家
は
厳
し
く
て
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
…
。

今
で
は
僕
の
詩
「
童
謡
」
が
書
か
れ
た
詩
碑
が
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
も
、
僕
の
直
筆

の
原
稿
の
写
し
を
使
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
と
な
り
に
は
、
山
頭
火
さ
ん
の
句
碑
も

あ
る
ん
だ
。

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

井
上
公
園

「
帰
郷
」
詩
碑

七
卿
の
碑

井
上
馨
像

何
遠
亭

井
上
公
園
は
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
１
人
、
井
上
馨
の
生
家
跡
な
ん
だ
。

幕
末
に
は
京
都
か
ら
長
州
に
逃
れ
て
き
た
、
７
人
の
公
家
（
七
卿
）

の
う
ち
の
１
人
三
条
実
美
も
身
を
寄
せ
て
滞
在
し
て
い
た
ん
だ
よ
。

大
正
時
代
、
七
卿
の
碑
の
建
立
に
尽
力
し
た
の
は
僕
の
父
の
謙
助

な
ん
だ
。
詩
碑
に
は
、
僕
の
詩
「
帰
郷
」
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
。

ま
さ
に
こ
こ
が
僕
の
「
故
里
」
だ
よ
。

中
也
の
お
墓

僕
が
眠
る
「
中
原
家
累
代
之
墓
」
だ
よ
。

今
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、

僕
の
好
き
な
た
ば
こ
や
ビ
ー
ル
な
ん
か
を

お
供
え
し
て
く
れ
て
る
ん
だ
。

歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
都

会
で
も
山
口
で
も
あ
ち
こ

ち
歩
き
回
っ
て
い
た
よ
。

散
歩
す
る
こ
と
は
僕
が
詩

を
つ
く
る
こ
と
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
た
ん
だ
。

J
R
湯
田
温
泉
駅

僕
が
上
京
す
る
と
き
に
よ
く
使
っ
た
駅
だ
よ
。

S
L「
や
ま
ぐ
ち
」
号
の
乗
車
駅
で
も
あ
る
よ
。

僕
の
詩
「
夏
の
日
の
歌
」
に
汽
笛
を

う
た
っ
た
一
節
も
あ
る
ん
だ
。

列
車
の
待
ち
時
間
に
併
設
さ
れ
て
い
る

足
湯
を
利
用
で
き
る
か
ら
い
い
ね
。

❶
温
泉
舎
（
ゆ
の
や
）

温
泉
舎

狐
の
足
あ
と

地
下
か
ら
湧
き
出
る
源
泉
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

た
く
さ
ん
の
人
が
こ
の
湯
で
い
や
さ
れ
た
の
か
な
。

❸
観
光
回
遊
拠
点
施
設
 
狐
の
足
あ
と

中
也
記
念
館
の
前
に
あ
る
、
観
光
交
流
施
設
。

山
口
の
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
か
ら
、
風
情

あ
る
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
一
杯
飲
ん
で
み
て
は
？

（
足
湯
、
カ
フ
ェ
有
料
）

屋
内
の
足
湯
で
は
僕
の
詩
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
。

中
原
中
也
記
念
館

中
原
中
也
記
念
館
は
、
僕
の
生
家
・

中
原
医
院
の
跡
に
建
て
ら
れ
た
記

念
館
な
ん
だ
。
僕
の
作
品
や
貴
重

な
資
料
を
保
存
・
公
開
し
て
い
て
、

年
４
回
の
展
示
替
え
で
何
度
来
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
。

み
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
。

権
現
山

湯
田
温
泉
街
を
一
望
で
き
る

僕
の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
な
ん
だ
。

よ
く
学
校
を
さ
ぼ
っ
て
登
っ
た
り

し
た
ん
だ
よ
。

里
帰
り
を
し
た
と
き
は
、
息
子
を
肩
車

し
て
登
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
な
。

懐
か
し
い
風
景
を
思
い
出
す
よ
。

中
也
通
り

錦
川
通
り

山 口 情 報

芸 術 セ ン タ ー

（
Y C A
M
）

❶

❹

❷

❸

❷

足
湯
の
ご
案
内

湯
田
温
泉
に
は
無
料
で
利
用
で
き
る

足
湯
が
６
つ
あ
る
よ
！

い
ろ
ん
な
足
湯
に
浸
か
っ
て
、
旅
の
思
い
出
に
。

か
わ
い
い
足
湯
タ
オ
ル
も
販
売
中
！

※
販
売
所
：
狐
の
足
あ
と
、
湯
田
温
泉
観
光
案
内
所
な
ど

湯
田
温
泉
　
立
ち
寄
り
湯
案
内

中
也
通
り

記
念
館
と
公
園
を
つ
な
ぐ
通
り
に
名
前
を
つ

け
て
も
ら
っ
た
よ
。
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常
盤
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か
め
福

ウ

喜
良
久
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乃
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温
泉
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森
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雅
常
盤
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め
福
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ア イ ウ エ オ カ キ ク

無
料
駐
車
場

有
料
駐
車
場

か
ん
ぽ
の
宿
湯
田

K
K
R
山
口

あ
さ
く
ら

セ
ン
ト
コ
ア
山
口

防
長
苑

西
京
旅
館

翠
山
荘

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

う
え
の

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン

山
口
 
湯
田
温
泉

松
田
屋
ホ
テ
ル

古
稀
庵

一
福

ス
テ
イ
ズ
イ
ン

山
口
湯
田

ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

富
士
の
家

グ
リ
ー
ン
リ
ッ
チ
ホ
テ
ル

山
口
湯
田
温
泉

入
船
旅
館

京
栄
旅
館

山
頭
火
句
碑

❹

た
く
さ
ん
歩
い
た
ら

立
ち
寄
り
湯
に
入
る
の
も

い
い
ね
ぇ

白 狐 伝 説

昔 々 、 湯 田 の 権 現 山 の 麓 の

お 寺 の 境 内 に 小 さ な 池 が

あ り ま し た 。

そ の 小 池 に 、 毎 晩 一 匹 の 白 狐 が

傷 つ い た 足 を つ け に き ま す 。

こ の 様 子 を 見 て い た 和 尚 さ ん が

不 思 議 に 思 い そ の 池 の 水 を

す く っ て み る と 温 か か っ た の で す 。

そ こ で 池 を 深 く 掘 っ て み る と

熱 い 湯 が こ ん こ ん と 湧 き 出 る と と も に 、

薬 師 如 来 の 金 像 が あ ら わ れ た の で す 。

こ の 仏 像 は 拝 ん で 湯 あ み を す る と

難 病 も 治 る 「 白 狐 の 湯 」 と し て

評 判 と な り 温 泉 は

栄 え る よ う に

な っ た そ う で す 。
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※
営
業
時
間
、料
金
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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中
也
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僕
の
思
い
出
の
場
所
も

紹
介
す
る
よ
。

一
緒
に
湯
田
温
泉
さ
ん
ぽ
に

で
か
け
よ
う
。

中
也

湯
田
温
泉
マ
ッ
プ

と

く

湯
田
温
泉
は
、
詩
人
・
中
原
中
也
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

ま
ち
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は
、
詩
碑
や
、
中
也
ゆ
か
り
の
地
が
点
在
し
ま
す
。

今
も
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
中
原
中
也
。

彼
を
育
て
た
ま
ち
の
空
気
を
、
ぜ
ひ
歩
い
て
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

錦
川
通
り

「
童
謡
」
詩
碑

山
頭
火
句
碑こ
こ
は
昔
、
柳
が
ゆ
れ
る
風
情
あ
る
川
沿
い
の
道
で
、
き
れ
い
な
芸
子
さ
ん
が
行

き
来
を
し
て
い
た
ん
だ
。

僕
の
家
は
厳
し
く
て
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
…
。

今
で
は
僕
の
詩
「
童
謡
」
が
書
か
れ
た
詩
碑
が
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
も
、
僕
の
直
筆

の
原
稿
の
写
し
を
使
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
と
な
り
に
は
、
山
頭
火
さ
ん
の
句
碑
も

あ
る
ん
だ
。

ピ
ッ
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ア
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プ

井
上
公
園

「
帰
郷
」
詩
碑

七
卿
の
碑

井
上
馨
像

何
遠
亭

井
上
公
園
は
、長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
１
人
、井
上
馨
の
生
家
跡
な
ん
だ
。

幕
末
に
は
京
都
か
ら
長
州
に
逃
れ
て
き
た
、
７
人
の
公
家（
七
卿
）

の
う
ち
の
１
人
三
条
実
美
も
身
を
寄
せ
て
滞
在
し
て
い
た
ん
だ
よ
。

大
正
時
代
、
七
卿
の
碑
の
建
立
に
尽
力
し
た
の
は
僕
の
父
の
謙
助

な
ん
だ
。詩
碑
に
は
、僕
の
詩「
帰
郷
」の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
。

ま
さ
に
こ
こ
が
僕
の「
故
里
」だ
よ
。

中
也
の
お
墓

僕
が
眠
る「
中
原
家
累
代
之
墓
」だ
よ
。

今
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、

僕
の
好
き
な
た
ば
こ
や
ビ
ー
ル
な
ん
か
を

お
供
え
し
て
く
れ
て
る
ん
だ
。

歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
都

会
で
も
山
口
で
も
あ
ち
こ

ち
歩
き
回
っ
て
い
た
よ
。

散
歩
す
る
こ
と
は
僕
が
詩

を
つ
く
る
こ
と
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
た
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だ
。
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湯
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僕
が
上
京
す
る
と
き
に
よ
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っ
た
駅
だ
よ
。

SL「
や
ま
ぐ
ち
」号
の
乗
車
駅
で
も
あ
る
よ
。

僕
の
詩「
夏
の
日
の
歌
」に
汽
笛
を

う
た
っ
た
一
節
も
あ
る
ん
だ
。

列
車
の
待
ち
時
間
に
併
設
さ
れ
て
い
る

足
湯
を
利
用
で
き
る
か
ら
い
い
ね
。

❶
温
泉
舎
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ゆ
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や
）

温
泉
舎
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の
足
あ
と

地
下
か
ら
湧
き
出
る
源
泉
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

た
く
さ
ん
の
人
が
こ
の
湯
で
い
や
さ
れ
た
の
か
な
。

❸
観
光
回
遊
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施
設
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の
足
あ
と

中
也
記
念
館
の
前
に
あ
る
、観
光
交
流
施
設
。

山
口
の
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
か
ら
、
風
情

あ
る
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
一
杯
飲
ん
で
み
て
は
？

（
足
湯
、カ
フ
ェ
有
料
）

屋
内
の
足
湯
で
は
僕
の
詩
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
。

中
原
中
也
記
念
館

中
原
中
也
記
念
館
は
、
僕
の
生
家
・

中
原
医
院
の
跡
に
建
て
ら
れ
た
記

念
館
な
ん
だ
。僕
の
作
品
や
貴
重

な
資
料
を
保
存
・
公
開
し
て
い
て
、

年
４
回
の
展
示
替
え
で
何
度
来
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
。

み
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
。

権
現
山

湯
田
温
泉
街
を
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僕
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隠
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な
ん
だ
。

よ
く
学
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ぼ
っ
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登
っ
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り

し
た
ん
だ
よ
。

里
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と
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、
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車

し
て
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た
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と
も
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な
。

懐
か
し
い
風
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を
思
い
出
す
よ
。
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足
湯
の
ご
案
内

湯
田
温
泉
に
は
無
料
で
利
用
で
き
る

足
湯
が
６
つ
あ
る
よ
！

い
ろ
ん
な
足
湯
に
浸
か
っ
て
、旅
の
思
い
出
に
。

か
わ
い
い
足
湯
タ
オ
ル
も
販
売
中
！

※
販
売
所
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狐
の
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、湯
田
温
泉
観
光
案
内
所
な
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湯
田
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泉
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ち
寄
り
湯
案
内

中
也
通
り

記
念
館
と
公
園
を
つ
な
ぐ
通
り
に
名
前
を
つ

け
て
も
ら
っ
た
よ
。
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た
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ん
歩
い
た
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立
ち
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り
湯
に
入
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も
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い
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ぇ

白
狐
伝
説

昔
々
、湯
田
の
権
現
山
の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
小
さ
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
池
に
、毎
晩
一
匹
の
白
狐
が

傷
つ
い
た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
和
尚
さ
ん
が

不
思
議
に
思
い
そ
の
池
の
水
を

す
く
っ
て
み
る
と
温
か
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
池
を
深
く
掘
っ
て
み
る
と

熱
い
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
と
と
も
に
、

薬
師
如
来
の
金
像
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
仏
像
は
拝
ん
で
湯
あ
み
を
す
る
と

難
病
も
治
る「
白
狐
の
湯
」と
し
て

評
判
と
な
り
温
泉
は

栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 
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※営業時間、料金等はお問い合わせください。
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亀乃湯 湯田温泉ユウベル
ホテル松政

山口湯田
郵便局

中原中也記念館
狐の足あと専用

湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園
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P
P

P
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P
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井上公園

何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓
国道９号（山口バイパス）

吉敷西

吉
敷
川 国道435号

山口吉敷郵便局
中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアッ
プ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアッ
プ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
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❹
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❸

❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。

ア

西の雅常盤
イ かめ福

ウ

喜良久

梅乃屋

エ

オ

カ

キ

ク

温泉の森

西の雅常盤

かめ福

喜良久

梅乃屋

プラザホテル寿

山水園

亀乃湯

083-920-1126

083-922-0091

083-922-7000

083-922-0333

083-922-0051

083-922-3800

083-922-0560

083-901-4126

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

無料駐車場

有料駐車場

かんぽの宿湯田KKR山口
あさくら

セントコア山口

防長苑

西京旅館

翠山荘

ビジネスホテル
うえの

ホテルルートイン
山口 湯田温泉

松田屋ホテル

古稀庵

一福

ステイズイン
山口湯田

スーパーホテル

ホテルニュータナカ

ビジネスホテル
富士の家
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山口湯田温泉

入船旅館

京栄旅館

山頭火句碑
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たくさん歩いたら
立ち寄り湯に入るのも

いいねぇ
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の
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の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
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ま
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た
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そ
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池
に
、毎
晩
一
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の
白
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が

傷
つ
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た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
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こ
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和
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に
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で
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そ
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で
池
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深
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※営業時間、料金等はお問い合わせください。
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ホテル松政
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郵便局

中原中也記念館
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湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園
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井上公園

何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓
国道９号（山口バイパス）

吉敷西

吉
敷
川 国道435号

山口吉敷郵便局
中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也 湯田温泉マップと く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。
今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアップ

錦川通り 「童謡」詩碑 山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアップ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像 何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山
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報
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❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。
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中也くん

僕の思い出の場所も
紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに
でかけよう。

中也 湯田温泉マップ
と く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。
まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。

今も多くの人々に愛されている中原中也。
彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアップ

錦川通り
「童謡」詩碑

山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアップ

井上公園
「帰郷」詩碑 七卿の碑

井上馨像
何遠亭井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。

幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓
僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。今でもたくさんの人が来てくれて、僕の好きなたばこやビールなんかをお供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都会でも山口でもあちこち歩き回っていたよ。散歩することは僕が詩をつくることに深くかかわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。僕の詩「夏の日の歌」に汽笛をうたった一節もあるんだ。列車の待ち時間に併設されている足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）

温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を見ることができるよ。たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと中也記念館の前にある、観光交流施設。山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？（足湯、カフェ有料）屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館
中原中也記念館は、僕の生家・中原医院の跡に建てられた記念館なんだ。僕の作品や貴重な資料を保存・公開していて、年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。

みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる僕の隠れスポットなんだ。よく学校をさぼって登ったりしたんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車して登ったこともあったな。懐かしい風景を思い出すよ。
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錦川通り

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
C
A
M
）

❶

❹

❷

❸

❷

足湯のご案内
湯田温泉には無料で利用できる足湯が６つあるよ！
いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。かわいい足湯タオルも販売中！※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など
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報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
C
A
M
）

❶

❹

❷

❸

❷

足湯のご案内
湯田温泉には無料で利用できる足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。かわいい足湯タオルも販売中！
※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつけてもらったよ。
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梅乃屋
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温泉の森

西の雅常盤
かめ福

喜良久

梅乃屋

プラザホテル寿
山水園

亀乃湯

083-920-1126
083-922-0091
083-922-7000
083-922-0333
083-922-0051
083-922-3800
083-922-0560
083-901-4126
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ク

無料駐車場

有料駐車場

かんぽの宿湯田
KKR山口
あさくら

セントコア山口

防長苑

西京旅館

翠山荘

ビジネスホテル
うえの

ホテルルートイン
山口 湯田温泉

松田屋ホテル
古稀庵

一福

ステイズイン
山口湯田

スーパーホテル

ホテルニュータナカ

ビジネスホテル
富士の家

グリーンリッチホテル山口湯田温泉

入船旅館

京栄旅館

山頭火句碑

❹

たくさん歩いたら
立ち寄り湯に入るのも

いいねぇ

白
狐
伝
説

昔
々
、湯
田
の
権
現
山
の
麓
の

お
寺
の
境
内
に
小
さ
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
池
に
、毎
晩
一
匹
の
白
狐
が

傷
つ
い
た
足
を
つ
け
に
き
ま
す
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
和
尚
さ
ん
が

不
思
議
に
思
い
そ
の
池
の
水
を

す
く
っ
て
み
る
と
温
か
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
池
を
深
く
掘
っ
て
み
る
と

熱
い
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
と
と
も
に
、

薬
師
如
来
の
金
像
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
仏
像
は
拝
ん
で
湯
あ
み
を
す
る
と

難
病
も
治
る「
白
狐
の
湯
」と
し
て

評
判
と
な
り
温
泉
は

栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

ごんげんやま

ゆ    だ  おんせん なかはらちゅうや

ふるさと

かえんてい

※営業時間、料金等はお問い合わせください。

県道204号（湯の町街道）

大学通り

JR湯田温泉駅
←新山口方面

津和野方面→

JR山口線

温泉の森

亀乃湯
湯田温泉ユウベル
ホテル松政

山口湯田
郵便局

中原中也記念館
狐の足あと専用

湯田温泉観光案内所

←中也のお墓

プラザホテル寿

山水園

P

P
P

PP

P
PP

井上公園何遠亭

サンフレッシュ山口

熊野神社（権現山）

障子岳

←中也のお墓

国道９号（山口バイパス）吉敷西

吉敷川

国道435号 山口吉敷郵便局

中原中也
のお墓

吉敷

中也くん

僕の思い出の場所も

紹介するよ。

一緒に湯田温泉さんぽに

でかけよう。

中也
湯田温泉 マップ

と
く

湯田温泉は、詩人・中原中也のふるさとです。

まちのあちらこちらには、詩碑や、中也ゆかりの地が点在します。

今も多くの人々に愛されている中原中也。

彼を育てたまちの空気を、ぜひ歩いて体感してみてください。

ピックアップ

錦川通り
「童謡」詩碑

山頭火句碑

ここは昔、柳がゆれる風情ある川沿いの道で、きれいな芸子さんが行
き来をしていたんだ。
僕の家は厳しくてなかなか目にすることができなかったんだけどね…。
今では僕の詩「童謡」が書かれた詩碑があるんだ。それも、僕の直筆
の原稿の写しを使っているんだよ。となりには、山頭火さんの句碑も
あるんだ。

ピックアップ

井上公園
「帰郷」詩碑

七卿の碑

井上馨像
何遠亭

井上公園は、長州ファイブの１人、井上馨の生家跡なんだ。
幕末には京都から長州に逃れてきた、７人の公家（七卿）
のうちの１人三条実美も身を寄せて滞在していたんだよ。
大正時代、七卿の碑の建立に尽力したのは僕の父の謙助
なんだ。詩碑には、僕の詩「帰郷」の一節が刻まれているよ。
まさにここが僕の「故里」だよ。

中也のお墓

僕が眠る「中原家累代之墓」だよ。
今でもたくさんの人が来てくれて、
僕の好きなたばこやビールなんかを
お供えしてくれてるんだ。

歩くことが好きで、都
会でも山口でもあちこ
ち歩き回っていたよ。
散歩することは僕が詩
をつくることに深くか
かわっていたんだ。

JR湯田温泉駅

僕が上京するときによく使った駅だよ。
SL「やまぐち」号の乗車駅でもあるよ。
僕の詩「夏の日の歌」に汽笛を
うたった一節もあるんだ。
列車の待ち時間に併設されている
足湯を利用できるからいいね。

❶温泉舎（ゆのや）温泉舎

狐の足あと

地下から湧き出る源泉を
見ることができるよ。
たくさんの人がこの湯でいやされたのかな。

❸観光回遊拠点施設 狐の足あと

中也記念館の前にある、観光交流施設。
山口のお酒やジュースを用意しているから、風情
ある足湯に浸かりながら一杯飲んでみては？
（足湯、カフェ有料）
屋内の足湯では僕の詩を聴くことができるよ。

中原中也記念館

中原中也記念館は、僕の生家・
中原医院の跡に建てられた記
念館なんだ。僕の作品や貴重
な資料を保存・公開していて、
年４回の展示替えで何度来ても新しい発見があるよ。
みんなにゆっくりしていってほしいな。

権現山

湯田温泉街を一望できる
僕の隠れスポットなんだ。
よく学校をさぼって登ったり
したんだよ。
里帰りをしたときは、息子を肩車
して登ったこともあったな。
懐かしい風景を思い出すよ。

中也通り

錦川通り

山口情報 芸術センター （YCAM）

❶❹

❷

❸

❷

足湯のご案内

湯田温泉には無料で利用できる
足湯が６つあるよ！

いろんな足湯に浸かって、旅の思い出に。
かわいい足湯タオルも販売中！

※販売所：狐の足あと、湯田温泉観光案内所など

湯田温泉　立ち寄り湯案内

中也通り

記念館と公園をつなぐ通りに名前をつ
けてもらったよ。
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梅乃屋

プラザホテル寿

山水園

亀乃湯

083-920-1126

083-922-0091

083-922-7000

083-922-0333

083-922-0051

083-922-3800

083-922-0560

083-901-4126
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無料駐車場

有料駐車場

かんぽの宿湯田
KKR山口
あさくら

セントコア山口防長苑

西京旅館

翠山荘

ビジネスホテル
うえの

ホテルルートイン
山口 湯田温泉

松田屋ホテル

古稀庵

一福

ステイズイン
山口湯田

スーパーホテル

ホテルニュータナカ

ビジネスホテル
富士の家

グリーンリッチホテル
山口湯田温泉

入船旅館

京栄旅館

山頭火句碑

❹

たくさん歩いたら
立ち寄り湯に入るのも

いいねぇ

白狐伝説

昔々、湯田の権現山の麓の

お寺の境内に小さな池が

ありました。

その小池に、毎晩一匹の白狐が

傷ついた足をつけにきます。

この様子を見ていた和尚さんが

不思議に思いその池の水を

すくってみると温かかったのです。

そこで池を深く掘ってみると

熱い湯がこんこんと湧き出るとともに、

薬師如来の金像があらわれたのです。

この仏像は拝んで湯あみをすると

難病も治る「白狐の湯」として

評判となり温泉は

栄えるように

なったそうです。  
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なかはらちゅうや

ふるさと

かえんてい

オンプレイス

P

P

ビジネスホテル
富士の家

かめ福オンプレイス
お宿 Onn 湯田温泉

自然石のお墓と
立て看板が目印


